
―

岩
井
こ
う
議
員
に
聞
く―

編
集
部

国
保
税
（国
民
健
康

保
険
税
）が
三
年
連
続
で
値
上

げ
と
い
う
こ
と
で
す
が
内
容
に

つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
井
議
員

今
年
の
一
月
九

日
に
市
か
ら
来
年
度
の
予
算

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
に

よ
る
と
、
昨
年
九
月
か
ら
新
年

度
予
算
を
四
次
に
渡
っ
て
組
み

直
し
し
て
き
た
が
、
約
９
億
円

の
財
政
赤
字
が
で
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
主
な
内
容
と
し
て
、

湖
北
小
の
体
育
館
類
焼
に
伴

う
建
設
費
用
、
湖
北
消
防
署

の
建
設
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
費
用
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
様
々
な
事
業
の

見
直
し
を
全
庁
的
に
提
起
し

て
お
り
、
国
保
税
の
値
上
げ
も

せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

一
昨
年
の
国
保
税
の
値
上
げ

は
７
５
０
０
円
、
昨
年
の
値
上

げ
が
４
５
０
０
円
、
そ
し
て
、
来

年
度
は
０
．
２
１
％
の
値
上
げ

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
担

当
の
職
員
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

約
７
０
０
０
円
に
相
当
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
市
長
は「
国
保

の
加
入
者
は
市
民
の
２
割
弱
、

そ
こ
に
市
財
政
を
当
て
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
国
保
は
社
会
保
障

で
す
（
国
保
法
第
一
条
「
こ
の

法
律
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
を
確
保
し
、

も
っ
て
社
会
保
障
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」）
。

し
か
も
、
加
入
者
は
非
正
規
の

労
働
者
、
無
職
者
（公
的
年
金

者
）
、
所
得
の
な
い
人
が
８
２
．

４
％
（
Ｒ
５
年
）
で
す
。
現
在
で

も
、「
国
保
税
が
高
く
て
、
払

え
な
い
」
と
い
う
市
民
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

食
料
品
を
は
じ
め
、
様
々
な

物
価
が
値
上
が
り
す
る
中
、
そ

れ
で
な
く
と
も
苦
し
い
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
所
得
の
低
い

人
々
が
加
入
し
て
い
る
の
が
国

保
で
す
。
国
保
は
被
用
者
保

険
（協
会
け
ん
ぽ
・組
合
健
保
・

共
済
組
合
な
ど
）
の
よ
う
な
、

事
業
主
負
担
が
な
い
た
め
、
保

険
料
が
被
用
者
保
険
料
の
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
役
割
は
、
困
っ
て
い

る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

で
す
。
市
民
的
な
世
論
と
運

動
で
、
３
年
連
続
の
国
保
税
引

き
上
げ
に
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
で
も
全
力
で
頑
張
る
つ
も

り
で
す
。
な
お
、
日
本
共
産
党

は「
公
費
１
兆
円
を
投
入
し
、

人
頭
税
の
よ
う
に
か
か
る
均
等

割
・
平
等
割
を
廃
止
し
て
、
高

す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
を
抜
本
的
に
引
き
下
げ

ま
す
」
と
い
う
政
策
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
の
政
策
の
実
現
の

た
め
に
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

編
集
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
た
ち
も
微
力
な
が

ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

O

・Ｔ
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け
や
き
の
風

「
い
つ
も
に
増
し
て
先

が
見
え
な
い
年
が
開
け

た
」
朝
日
社
説
の
年
頭

の
出
だ
し
で
す
。
同
盟

国
日
本
の
「
日
本
製
鉄
」
の

Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
買
収
を

「
米
国
の
安
全
保
障
に
か
か

わ
る
を
口
実
に
禁
止
」
に
経

済
界
も
愕
然
▼
１
９
９
４
年

か
ら
続
い
て
来
た
北
米
自
由

貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

の
同
盟
国
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ

コ
か
ら
の
輸
入
品
に
一
方
的

に
２
５
％
の
関
税
を
か
け
る
。

こ
の
協
定
は
①
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
貿
易
障
壁
を
撤
廃
し

②
国
境
を
越
え
た
移
動
を
促

進
し
③
公
正
な
競
争
条
件
を

促
進
す
る
等
を
主
と
す
る
重

要
な
協
定
で
す
▼
中
国
の
影

響
力
が
強
ま
っ
て
い
る
と
し

て
パ
ナ
マ
運
河
、
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
の
米
国
有
化
を
求
め

る
領
土
拡
大
主
義
▼
毎
日
新

聞
は
「
同
盟
関
係
に
あ
る
日

米
で
も
国
益
は
異
な
る…

日

本
は
地
域
主
義
を
重
視
し
ア

ジ
ア
で
役
割
を
果
た
す
べ
き
」

と
米
国
べ
っ
た
り
か
ら
軸
足

を
ア
ジ
ア
へ
移
せ
と
暗
に
示

唆
す
る
。
ま
た
「
軍
拡
を
軸

と
す
る
力
に
よ
る
平
和
は
常

に
武
力
衝
突
の
リ
ス
ク
が
あ

る
」
と
軍
拡
一
辺
倒
に
も
警

鐘
を
鳴
ら
す
▼
米
国
は
い
ま

「
デ
ジ
タ
ル
金
融
複
合
体
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
ト
ラ

ン
プ
を
動
か
し
て
壮
大
な
利

益
を
目
論
む
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
な

ど
の
層
が
背
後
に
い
る
こ
と

に
警
戒
す
べ
き
と
寺
島
実
郎

氏
は
い
う
。
劣
化
し
た
ト
ラ

ン
プ
政
権
へ
の
朝
貢
外
交
を

や
め
、
２
１
世
紀
の
主
役
と

な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
へ

軸
足
を
置
い
た
外
交
を
と
い

う
寺
島
氏
の
主
張
に
私
は
共

感
す
る

（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

国
保
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）

三
年
連
続
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い

一
昨
年
７
５
０
０
円
、
昨

年
４
５
０
０
円
、
今
年
は

約
７
０
０
０
円
の
値
上
げ

2月7日(金)、「2025年我
孫子市新春のつどい」が開か
れ、参議院千葉選挙区から立
候補予定の白石ちよさんが。
生い立ち、子育て、会社から
受けた差別、そして政治との
関わりの話があり、自分は文
句ばかり言って何もしなかっ
た。しかし、赤旗の記事を見
て文句ばかりじゃ駄目だと思
い入党しました。昨年10月の
衆院選挙では千葉2区から立

候補して、自民党の総裁選に
出た小林鷹之氏と一騎打ちで
32%の票を得たこと。今まで
とは違い、反自民の多くの人
から声援を受け反響の多い選
挙でした。と庶民感覚で親し
みがわき元気のでる話でした。

女性後援会の指導で、歌を
3曲全員で歌いました。
最後に市委員長からの訴えと、
船橋市議の閉会挨拶、団結頑
張ろうで終了しました。ＨＨ

我孫子市新春のつどい
後
援
会
の
皆
様
、
千
葉
知
事

選
挙
に
「
憲
法
が
い
き
る
明
る

い
千
葉
県
を
つ
く
る
会
」

（
「
明
る
い
会
」
）
の
推
薦
で

立
候
補
す
る
小
倉
正
行
で
す
。

私
は
、
今
回
の
知
事
選
挙
は
、

歴
史
に
残
る
選
挙
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
熊
谷
知
事
は
、
昨

年
10
月
に
水
道
料
金
の
20
％

値
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
。
県

民
が
、
2
年
前
か
ら
の
食
品
の

総
値
上
げ
、
「
令
和
の
米
騒
動
」

で
コ
メ
が
手
に
入
ら
な
い
、
価

格
が
高
騰
す
る
、
さ
ら
に
、
異

常
気
象
で
キ
ャ
ベ
ツ
が
一
個
1000

円
に
も
な
る
と
い
う
野
菜
の
高

騰
で
苦
し
ん
で
い
る
中
で
の
水

道
料
金
の
値
上
げ
発
表
で
す
。

県
民
の
盾
と
な
る
べ
き
県
が
逆

に
県
民
を
さ
ら
に
苦
し
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。
多
く
の

県
民
は
、
今
回
の
水
道
料
金
値

上
げ
は
反
対
で
す
。

私
は
、
今
回
の
選
挙
を
、
水
道

料
金
値
上
げ
の
是
非
を
問
う
住

民
投
票
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
水
道
料
金
値
上
げ
反
対

の
方
は
、
水
道
料
金
値
上
げ
中

止
を
掲
げ
る
私
に
託
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
も
教
育
も
熊
谷
県
政
の
下

で
全
国
最
低
の
水
準
で
す
。
今

回
の
選
挙
で
、
県
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
県
政
を
実
現
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
食
料

自
給
率
２
４
％
の
千
葉
県
農
業

の
再
建
も
待
っ
た
な
し
で
す
。

37
年
間
国
会
で
農
林
水
産
業
問

題
を
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
を

活
か
し
て
真
正
面
か
ら
取
り
組

み
ま
す
。
首
都
直
下
地
震
に
対

す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
も
確
立

し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

千
葉
知
事
選

小
倉
正
行

候
補
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
民
的
な
世
論
と
運
動
で

3
年
連
続
国
保
税
引
き

上
げ
に
反
対
し
て
い
く

国
保
は
社
会
保
障
、
国
保

の
健
全
運
営
は
社
会
保
障

向
上
に
寄
与
が
目
的
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寒
空
に
公
園
の
紅
梅
満
開
な
り

う

め

春
待
つ
こ
こ
ろ
温
み
ふ
く
ら
む

七
丁
目

山
野

美
津

競
い
合
う
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
に

壊
れ
ゆ
く
地
球
の
先
に
未
来
は
あ
る
や

五
丁
目

鈴
木

明

受
話
器
よ
り
老
友
の
大
声
春
隣
り

三
丁
目

松
永
美
穂
子

餅
つ
き
や
小
さ
き
杵
を
ふ
り
上
げ
て

七
丁
目

柴
田

益
雄

白
梅
の
蕾
の
丸
み
笑
み
ふ
た
つ

七
丁
目

山
里

歩

非
正
規
の
壁
に
こ
そ
あ
れ
メ
デ
ア
の
目五

丁
目

一
言
有
三

成
田
線
布
佐
駅
北
口
か

ら
徒
歩
約
１
０
分
。
前
回

訪
ね
た
延
命
寺
の
他
に
布

佐
の
お
寺
が
あ
る
い
う
の

で
、
訪
ね
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、

延
命
寺
の
向
か
い
側
の
道

を
入
っ
て
す
ぐ
の
所
で
し

た
（
写
真
）
。
し
か
も
、

前
回
そ
の
境
内
の
一
部
を

見
て
い
た
の
で
し
た
。

「
勝
蔵
院
の
開
山
は
不
詳

な
が
ら
、
文
禄
元
年
（
１

５
９
２
）
に
創
建
、
宝
永

２
年
（
１
７
０
６
）
法
印

孝
順
が
中
興
開
山
し
た
と

い
い
ま
す
。
寛
永
７
年

（
１
６
３
０
）
の
検
地
に

当
た
り
、
寺
内
二
反
歩
が

除
地
（
免
税
地＝

引
用
者
）

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
江

戸
時
代
は
じ
め
に
は
寺
院

と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ

と
が
分
る
。
寺
地
は
、
手

賀
沼
畔
に
か
け
て
の
低
地

に
臨
む
台
地
の
端
に
あ
り
、

西
南
の
方
角
に
和
田
城
趾

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
中
世

遺
跡
が
あ
っ
て
、
そ
の
一

角
の
和
田
塚
か
ら
明
応
九

（
１
５
０
０
）

年
在
銘
の
阿
弥

陀
種
子
板
碑
が

出
土
し
た
。
当

院
に
も
そ
れ
と

同
年
代
頃
の
板

碑
が
保
存
さ
れ

て
お
り
、
境
内

の
一
隅
に
常
総

系
黒
雲
母
片
岩

の
板
石
に
「
和

田
氏
墓
」
と
刻

ん
だ
碑
が
あ
る
。

…

土
地
の
歴
史

が
偲
ば
れ
る
」

（
我
孫
子
市
史
）

と
記
さ
れ
て
お

り
、
布
佐
の
歴

史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る

お
寺
で
し
た
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

布
佐
天
台
宗

西
光
山
勝
蔵
院
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

国
民
の
安
全
保
障
の
基
本
は

食
料
と
エ
ネ
ル
ギ―
。
食
料
問

題
の
第
一
人
者
で
た
び
た
び
国

会
の
参
考
人
や
メ
デ
ィ
ア
に
登
場

す
る
鈴
木
先
生
の
講
演
（
あ
び
こ

市
民
プ
ラ
ザ
）
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
言
葉
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

「
局
地
的
な
核
戦
争
が
お
き
た

ら
世
界
で
２
・
５
５
億
人
、
日
本

人
の
３
割
７
２
０
０
万
人
が
餓
死

す
る
（
米
ラ
ス
ト
ガ
ー
ス
大
学
研

究
所
）
」「
備
蓄
米
で
し
の
ぐ
と
は

い
か
な
い
。
国
民
の
１
・
５
ヶ
月
分

し
か
備
蓄
し
て
い
な
い
か
ら
（
中

国
は
１
年
分
以
上
の
穀
物
を
備

蓄
し
て
い
る
が
）
」「
米
や
カ
ナ
ダ

か
ら
買
え
ば
い
い
と
も
言
え
な
い
。

日
本
は
す
で
に
買
い
負
け
し
て

い
る
し
、
有
事
に
は
輸
入
の
海
上

ル
ー
ト
は
期
待
で
き
な
い
」「
世

界
第
二
位
の
小
麦
生
産
国
の
イ

ン
ド
が
自
国
民
を
守
る
た
め
に

小
麦
そ
し
て
米
も
輸
出
を
禁
止
」

つ
づ
き「
自
国
民
の
食
を
守
る
た

め
に
、
穀
物
生
産
国
、
20
ヵ
国
が

輸
出
禁
止
」
だ
か
ら「
非
常
時
に

は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
法
令
で
作
ら
せ
、

国
民
は
三
食
イ
モ
を
喰
え
と
政

府
は
言
い
出
し
て
い
る
」「
イ
モ
だ
っ

て
す
ぐ
に
は
生
産
で
き
な
い
か
ら

国
民
は
餓
死
す
る
」「
食
料
自
給

率
が
38
％
だ
か
ら
６
割
は
生
き

延
び
ら
れ
る
と
は
い
か
な
い
。

野
菜
の
種
も
、
窒
素
、
リ
ン
な

ど
の
肥
料
の
大
部
分
輸
入
、
酪

農
の
飼
料
も
、
ニ
ワ
ト
リ
の
ヒ
ナ

も
大
部
分
が
輸
入
」「
頼
り
の
コ

メ
は
少
し
不
作
だ
っ
た
り
、
訪
日

外
国
人
が
少
し
増
え
た
だ
け
で

米
不
足
が
起
き
る
程
の
コ
メ
農

政
」「
米
農
家
の
時
給
が
10
円
、

頑
張
っ
て
米
つ
く
り
に
励
ん
で
き

た
方
が
米
つ
く
り
を
諦
め
る
」

「
一
番
イ
ン
フ
レ
に
強
い
コ
メ
作

り
を
ど
ん
ど
ん
縮
小
さ
せ
、
１
３

０
０
万
ト
ン
生
産
能
力
が
あ
っ
た

の
に
今
で
は
７
０
０
万
ト
ン
」「
こ

の
ま
ま
で
は
10
年
後
に
は
日
本

の
農
業
・
農
村
が
崩
壊
す
る
」「
ア

メ
リ
カ
は
米
は
主
食
で
な
い
が
、

一
俵
を
生
産
コ
ス
ト
の
１
２
０
０

０
円
で
政
府
が
買
い
、
消
費
者
に

は
４
０
０
０
円
で
提
供
す
る
、
カ

ナ
ダ
も
Ｅ
Ｕ
各
国
も
や
っ
て
い
る

価
格
保
証
制
度
が
必
要
」「
農
業

生
産
者
年
齢
平
均
が
69
・
４
才
、

後
継
者
つ
く
り
が
急
が
れ
る
」

「
食
料
は
外
国
か
ら
買
え
ば
い
い

と
の
農
政
を
変
え
な
け
れ
ば
、

食
糧
危
機
は
す
ぐ
来
る
」（Ｓ
・Ａ
）

国

民

の

安

心

安

全

の

カ

ナ

メ

は

食

料

１
月
25
日
14
時
か
ら
近

隣
セ
ン
タ
ー
「
こ
も
れ
び
」

で
「
我
孫
子
市
の
教
育
を

よ
く
す
る
会
」
発
足
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

呼
び
掛
け
に
賛
同
し
た
市

内
の
団
体
、
個
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

教
育
問
題
だ
け
で
な
く
、

給
食
な
ど
の
問
題
も
含
め

運
動
を
行
う
の
が
良
い
な

ど
の
意
見
、
質
問
が
出
ま

し
た
。
呼
び
掛
け
の
代
表

か
ら
「
我
孫
子
市
は
、
２

０
２
０
年
に
『
学
校
の
在

り
方
検
討
委
員
会
』
で
決

定
し
た
布
佐
小
・
布
佐
南

小
・
布
佐
中
学
校
３
校
を

一
体
型
小
中
一
貫
校
に
す

る
提
言
を
受
け
、
第
一
回

総
合
教
育
会
議
で
討
議
し

た
結
果
、
提
言
を
実
現
す

る
よ
う
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
布
佐
地
区
に
続

き
湖
北
台
、
我
孫
子
地
区

で
も
学
校
の
統
廃
合
が
計

画
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
」

と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
不
登
校
の
問

題
・
給
食
費
の
無
償
化
・

教
育
不
足
・
教
科
書
採
用

問
題
等
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
問
題
を
解

決
す
る
為
に
も
「
会
」
の

運
動
を
進
め
る
役
員
体
制
、

財
政
等
に
つ
い
て
次
回
か

ら
話
合
う
こ
と
を
確
認
し

終
了
し
ま
し
た
。
Ｇ
・
Ｈ

「
我
孫
子
市
の
教
育
を

よ
く
す
る
会
」
の
発
足

―

講
演
「
日
本
の
食
料
が
危
な
い
」

（
鈴
木
宜
弘
氏

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
）
を
聞
い
て―

コ
メ
農
家
の
時
給
が
10

円
、
頑
張
っ
て
も
あ
き
ら

め
ざ
る
を
得
な
い


